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研究成果の概要（和文）：大気海洋結合モデル（MIROC）と氷床モデル(IcIES)を中心とした数値シミュレーショ
ンと古環境データ解析との融合により、過去の大規模な気候変動を再現し、氷床・海洋・大気の変動と相互作用
メカニズムを調べた。その結果、(1)百万年前以前の160から120万年前の氷期サイクルの卓越周期が4万年だった
原因やプロセスを明らかにした。天文学的要因のうち自転軸傾斜だけでなく気候歳差が退氷期のタイミングを決
める上で重要だった。(2) 氷期中数千年周期で繰り返す急激な気候変動イベントの再現に成功した。(3)過去２
つの退氷期のシミュレーションに成功し、その氷床・海洋・大気変動の違いとその要因を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：To understand the interaction between ice sheets, ocean and atmosphere of 
the past, we simulated the glacial cycles at 1.6 to 1.2 million years before present and show that 
the large amplitudes of obliquity and eccentricity helped to determine the ice age termination and 
establish robust 41,000-year glacial cycles. Using an atmosphere-ocean coupled climate model, MIROC,
 we successfully simulated the millenial scale climate change, such as Dansgaard-Oschger 
oscillation, Boelling/Alleroed and Younger Dryas events as an unforced intrinsic oscillation of 
atmosphere-ocean-sea ice system under certain condition. The results of simulations of the two past 
ice age termination (T1 and T2) , together with Northern Hemisphere ice sheet model experiments 
suggest the importance of the transient climate and ocean (AMOC) responses to the different orbital 
forcing conditions of T1 and T2, through the mechanisms of mass loss of the Northern Hemisphere ice 
sheet and meltwater influx to the ocean. 

研究分野： 古気候モデリング、気候シミュレーション、過去と将来の気候力学

キーワード： 氷期―間氷期サイクル　ダンスガードオシュガーイベント　ヤンガードリアス気候変化　気候と氷床と
海水準変動　地球軌道要素に対する氷床・海洋・大気の応答　海洋深層循環と気候　地球温暖化と古気
候のシミュレーション　ミランコビッチ仮説の検証

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、人類史とも密接に関係している数百万年間の大規模な気候変動について、最先端の大気
海洋結合モデルと氷床・植生・物質循環などのモデル群を必要に応じて整備しシミュレーションに取り組むこと
である。独創的な点は、外国勢のような簡易モデルでなく本格的な高解像度モデルで多くの感度実験を行うアプ
ローチであり、これにより気温や降水量、大気海洋循環はもちろん、氷床や植生分布、海洋物質分布の時空間構
造を示し、メカニズムを提示し飛躍的な成果を遂げた。多くのフィールドデータ分析の古気候研究者らと国際共
著の研究論文を出版でき、国連のIPCC 第６次報告書（第一作業部会）には論文数７６個が引用された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 
将来の気候変化の正確な予測が急務だが、それには外部強制力

に対する気候システム応答の規模や速度、システム内部相互作用
の根本的な理解が必要である。我々は世界有数の大気海洋結合モ
デル（MIROC）を過去の大規模気候変動に適用し、その再現やメ
カニズムの解明を進めてきた。過去 100 万年においては、約 10 万
年周期で氷期と間氷期が交代する「氷期サイクル」が知られてい
る。特に、最近の 40 万年間では海水準で 120ｍに及ぶ大変動であ
り、変動パターンは緩慢な寒冷化と急速な温暖化から成るノコギ
リ刃型である。氷期サイクルの究極的要因は地球軌道要素の周期
的変動と考えられるが（ミランコビッチ理論）、具体的プロセスは
未解明であった。我々は、本格的な数値モデルで初めて氷期サイ
クルを再現し、10 万年周期とノコギリ刃形状は、地軸歳差による
夏期日射量変動と気候・氷床・固体地球の相互作用が合わさって
生じることや、二酸化炭素が重要なフィードバックとして働くこ
とを解明した（Abe-Ouchi et al, 2013, Nature）。しかし、約 40～
100 万年前の氷期サイクルは振幅が小さく日射との関係が明瞭で
ないことや、100 万年前より前の時代には卓越周期が 4 万年に変
わって振幅がさらに小さかったこと、時期によって二酸化炭素濃
度の役割が大きく違いそうなこと、などまだ統一的な説明ができ
ていない。これは計算機資源の限界のために、大気・海洋と氷床
の相互作用を簡略化せざるを得ない手法上の制限のためであると考えられる。一方、氷期には、
数十年で 10℃以上の急激な温暖化が数千年周期で訪れるという、氷期サイクルとは性質の全く異
なる変動が繰り返し起こった。氷床からの融解水が海洋深層循環の大変化を起こし、北大西洋の
海氷変化と相まって急激な気候変動を起こすという仮説が提案されている。しかし、未だに気候
モデルでの再現に成功しておらず、将来の温暖化の過程で起こる可能性も否定できない。そのた
め、社会的にも大きな関心事であり IPCC の報告書にも毎回取り上げられている。国外の研究で
主に用いられる低解像度の簡易モデルには、変動の振幅や速さが再現されず、非現実的な量の氷
床融解水を必要とするといった問題があり、現在の観測によるモデルの検証も不可能である。現
在と異なる深層海洋循環と気候の関わりを調べるためには、大気-海洋の相互作用を 5000 年以上
も計算しなければならず、大気海洋結合モデルによる研究は計算機資源を大量に必要とするため
前例がほとんどない。申請者を含む研究チームは、アイスコアの解析から急激な気候変動が氷期
の中期に多く起こることを示したうえ、MIROC を用いたシミュレーションにより、氷期中期の
気候状態に現実的な量の淡水を与えて急激な気候変動を再現することに成功した。さらに、頻発
した気候変動の要因が従来考えられていた氷床形成ではなく、二酸化炭素濃度の低下である可能
性を世界で初めて示した（Kawamura et al, 2017）。この数年、計算機の著しい性能向上と、気候
モデルによる長期気候・氷床研究の経験と実績の蓄積により、これまで不可能だった大気海洋結
合モデルの 1 万年レベルの長期計算や、氷床モデルと気候モデルや植生・炭素循環モデル等の結
合などの発展が可能になってきた。また、海底堆積物やアイスコア等の高解像度分析データが次々
に生み出され、モデル結果の精緻な検証も可能になり、過去の様々な気候や環境の変化を総合的
に理解できる段階に至った。本申請では、過去百万年間で最も主要な変動である氷期サイクルと
急激な気候変動の両者について、それらの要因とメカニズムを本格的に解き明かすことを目指す。
大気海洋結合モデルを始めとする多くの最先端モデルを用いて過去の気候を再現・理解し、古気
候情報と将来予測を橋渡しする観点で研究を進める。 

 
２．研究の目的 
 
 大気海洋結合モデル（MIROC）と氷床モデル、植生モデル、海洋炭素循環モデルを統合的に
用いた数値実験と古環境データ解析との融合により、過去の大規模な気候変動における氷床・海
洋・大気の変動と相互作用を再現し、メカニズムを解明する。特に、数千年周期で繰り返す急激
な気候変動イベントについて大気海洋結合モデルを用いて再現する。大気中二酸化炭素濃度を
変化させる感度実験によって、急激な気候変動が起こりやすい条件を明らかにし、古環境データ
に頻発するイベントの出現要因を解明する。また、氷期から間氷期への移行における大気・海洋・
氷床の相互作用を複数のモデルを組み合わせて再現する。さらに、更新世（過去 300 万年）の氷
期サイクルの卓越周期が 4 万年から 10 万年に移り変わった原因やプロセスを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
[ ① 研究方法 ] 
本研究では、大気海洋結合モデルや氷床モデル、植生モデル、海洋物質循環モデル、同位体モデ
ル等を用いて、過去 150 万年の地球軌道要素と温室効果ガスを入力として氷床や気候シミュレ



ーションを行い、氷床と気候と海洋深層循環の変化メカニズムを調べる数値実験を数多く実行
し、数値実験結果と古気候データの比較や分析から古気候変動メカニズムの解釈を行い、古気候
データによる気候モデルの検証も進める。特に、氷期サイクルの周期の変化、氷期終焉の退氷期
の気候と氷床と海洋の変化、そして数千年の急激な気候変動の再現とその出現条件を探るため
の感度実験を計画して実行、結果を分析し、海洋、大気、氷床のシステムの振る舞いについて定
量化する。 
用いる方法は、大気、海洋、氷床などのシステムの相互作用を扱うため、それらのモデルを組み
合わせて数値シミュレーション、数値実験を行ない、各種の古気候データと比較し、古気候デー
タの再現性などモデルの検証を行いつつ、古気候データ解釈を行う。 
◉大気海洋結合モデル：大気と海洋と海氷の結合された大気海洋大循環モデルは既に東大チーム
で開発されて運用されているものを使用する（以下、MIROC 大気海洋結合モデルと呼ぶ、Hasumi 
and Emori, 2004）。2004 年の完成当初は地球シミュレータ（以下 ES）上で 100 年積分に 100 日
かかっていたが、2023 年３月現在は地球シミュレータ第四世代 ES4 になり、同じ解像度（大気
300km、海洋 100km 程度）は１日の実時間計算で、150 年積分まで最適化と開発が進み飛躍的な
古気候の数値実験数が実現した。また IPCC 第６次報告書執筆に連動した新国際比較プロジェク
トを行い様々な古気候時代において、モデルの検証を行うことができた（表１）。 
◉氷床力学モデル：北半球氷床と海洋との相互作用について開発を進めたり、北米氷床が 100 万
年以前は流動が早かったかもしれない（レゴリス仮説）に対応するように Ice Stream スキーム
（流動の早い流れを表現）改良しつつ IcIES—MIROC 開発を続ける。表面質量収支モデル改良も行
う。 
◉海洋物質循環モデル：様々な気候下の大気海洋結合モデルの海洋循環結果を入力として炭素同
位体などの海洋循環トレーサーを適切に計算し、古海洋データと比較する。 
◉陸域植生モデル：Dynamical Vegetation モデル（O’hishi and Abe-Ouchi, 2011, 2013）を大
気海洋結合モデルに結合するよう開発を進め、植生―気温フィードバックによる高緯度の気温
増幅プロセスを考慮に入れる。過去の花粉データなどの古環境指標との比較を検討する。 
◉大気水（Hと O）同位体モデル：過去２万年前の氷期への適用を拡張し、今後、氷期や急激な気
候変化へ応用し、数値実験結果とアイスコアデータとの比較を進め論文出版査読中。 
◉全球雲解像の NICAM を用いた古気候高解像度モデリングを初めて行った（Chikira, et al, と
して、論文出版済み） 
◉領域海洋モデル（日本周辺）を大気海洋結合モデルの結果を活用して初めて古気候研究に適応
して論文出版した。 
 
さらに多くの国際共著論文に参加し、IPCC 執筆に参照されるように、協力体制を国際的に組ん
だ。成果については後で述べる。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
(1) 150 万年前からの氷期―間氷期サイクルのメカニズム：IcIES-MIROC 実験（図参照） 

 
氷期サイクルの周期やターミネーション（氷期終焉）の時期の決定メカニズムを調べるための研
究を進めつつ、酸素同位体データや海洋炭素同位体データ、海水準データなどの示す過去 150 万
年前頃（160-120 万年前）の氷床と気候のモデリングを行い、データとの整合性を示すことがで
き、論文受理／出版決定した（Watanabe, Abe-Ouchi et al,2023, Communications Earth and 
Environment 下図）。北半球氷床の過去数十万年の計算（Abe-Ouchi et al, 2013, Nature）を拡
張し、過去の日射変化と温室効果ガスを外的要因として設定して氷床と気候（IcIES-MIROC）の
計算とデータの解釈を行っている。ところで、これまで１０万年周期の再現に用いた簡易式のま
までは、一部の氷期サイクルがうまく再現できなかったので、地球軌道要素と高緯度大陸上の気
温の季節変化の関係を一から見直したところ、植生フィードバックを含めて大陸の気温の季節
変化再現の精度を上げることが重要だとわかった。これは並行して行なっていた研究によるも
ので、O’ishi and Abe-Ouchi（2011, 2016, 2021）で大気海洋混合層植生結合モデル（ASVGCM）
および大気海洋大循環植生結合モデル（ASVGCM）を開発し、現在と異なる軌道要素だった複数時
代の北半球高緯度での植生分布の変化に起因する各季節でのアルベドフィードバックを定量化

したことによる。 
様々な感度実験で、160万年前から120
万年前までの時期について、観測され
ている４万年周期が実際再現できる
か、最近数 10万年の 10万年周期とど
のような条件が異なるのかを調べた。
160 万年前から 120 万年前で、大気中
二酸化炭素濃度 CO2 が 230ppm で一定
の下でも、4 万年周期の氷期サイクル
のデータと整合的な結果が得られた.  
この時期の４万年周期の氷期サイク
ルの形成に軌道要素（特に歳差）と氷
床―気候の非線形性が重要な役割を
果たしたこと、退氷のタイミングや氷
期サイクルの形状を決めるのは自転
軸傾斜と歳差の位相であることがわ
かった。 
さらに、予察的実験から 100 万年前を
境に４万年周期から 10 万年周期に変

化する要因として、(1)軌道要素の 10 万年周期の離心率や 4 万年周期の自転軸傾斜の振幅がと
もにゆっくり大きく減少するということと、(2)数十万年平均の大気中 CO2 濃度が 230ppm から
わずか 10～20ppm 低下することを仮説として考えるに至った。 
 
(2) 氷期中の急激な気候変動の再現、データ比較、メカニズム解明 

 
最終の氷期の約 10 万年間に約 25 回の急激な温暖化と寒冷化が繰り返されている。南半球の

気候変化と北半球の変化が逆位相になっている「バイポーラーシーソー現象」から、海洋深層循
環の変化が直接的要因であることが理論的にも以前から言われており、各種のデータもそれを
支持している（Piotrowski et al, 2005, Science, Bohm, et al, Nature, 2015 など）。理論的
にも、海洋深層循環に強いモードと弱いモードが存在していてその間をいったり来たりする多
重性があることが予想されていた。これまでの説では、氷床崩壊による氷山流出や氷床の淡水流
入が原因で海洋深層循環（大西洋子午面循環 AMOC）が弱くなることと、その淡水流入が停止す
ることが繰り返させるような説明やモデル実験しかなかった。しかし、何度も起こる氷床流出は
逆に海洋深層循環が弱くなることが原因で起こるという最近の結果（Alvarez-Solas ら, 2011 な
ど）から、氷床崩壊と海洋循環のどちらが原因か謎が深まっていた。つまり、多重モードの間を
行き来する究極の原因は全く説明できていなかった。また、アイスコアの解析（Jouzel et al, 
2007, Kawamura et al, 2017）から氷期の中期に急激な頻繁に起き、氷期の初期や末期では頻度
が非常に低くなっており、本研究の予察的実験ではそれが CO2 のある程度の低下と関係してい
ることを指摘したが、全容を掴むには程遠い状態であった。そこで、まず氷期の中期の条件下で
大気海洋結合モデルを長期積分し、急激な気候変動を再現できるかを調べた。その結果、数千年
周期で発生する急激な気候変動を世界で初めて再現した。これにより、急激な気候変動は、大気
海洋系における自励振動で説明できる可能性が示唆された。計算された気候変動について、北大
西洋深層循環の強弱とグリーンランド気温の増減、熱帯やモンスーン地域の降水の増減を詳細
に解析し、各地のデータと矛盾がないこともわかった。また、数千年周期をもたらす要因として、
北大西洋での大気-海氷-海洋間の相互作用が重要であることを明らかにした(Sherriff-Tadano 



and Abe-Ouchi 2020)（Kuniyoshi,Abe-Ouchi et al, 2022, GRL に出版）。オフラインの海洋炭
素循環モデルによる出版成果も上がった（Kobayashi et al, 2021, Science Advances）。 
 
(3) 氷期と間氷期の大気海洋結合モデルによる複雑な気候変化プロセス理解 

 
現在の間氷期は、過去数百万年で最大の気候変化である２万年前から１万年前にかけての退

氷期を経て実現している。大気海洋結合モデルの計算速度の飛躍的な短縮で可能になった退氷
期の連続的非定常実験を最終退氷期だけでなく、複数の時期で行ない、大氷床の後退がきちんと
再現できるか、どのような氷床と海洋や大気との相互作用を経て後退するのか、感度実験を設計
して実行を進めた。特に、最終の氷期では気温上昇中に急激な海洋循環停止／開始と急激な北半
球寒冷化―温暖化―寒冷化（ハインリッヒイベント HE1、B／A イベント、ヤンガードリアス YD
イベント）が起きたが、これらが再現できるかを調べた。HE1 や YD は氷床融解水起源と説明さ
れているが、その間に起きた温暖化（B/A イベント）は融解水の突然の停止でしか説明されてお
らず（Liu et al, 2009, Science）謎である。(2-1)の IcIES-MIROC を用いて可能な融解水シナ
リオを調べつつ、大気海洋結合モデルに与える融解淡水量を様々に変えて謎に迫った。すると、
海洋に流入している融解水は退氷期の標準的なフラックスが持続的に与えられても、ハインリ
ッヒイベント HE1 に続く B／Aイベントが急激な温暖化イベントとして見事に再現できた（Obase 
and Abe-Ouchi, 2019）。さら
に、ヤンガードリアス YD 寒
冷化イベントも氷床からの
持続的な退氷の条件下で(1)
で述べた自励振動として再
現された。 

次に氷期サイクルによっ
てなぜヤンガードリアスの
寒の戻りがあったりなかっ
たりするのか？という問題
に取り組んだ。そのため、前
の氷期から最終間氷期（14万
年前から 12 万年前）に至る退氷期についても再現し、２つの退氷期の違いの原因について明ら
かにした。最終氷期から現在までの退氷期（ターミネーション１）と１４万年前の氷期から前の
間氷期（ターミネーション２）や他の退氷期を比較すると、ヤンガードリアスの寒の戻りによる
気温上昇の中断がある場合（ターミネーション１と３）とない場合（ターミネーション２と４）
があるが、その違いは、単純に淡水流入量（北半球氷床融解の速度）の違い、さらにそれは離心
率の違いによることを示した。 (Obase, Abe-Ouchi and Saito, 2021, Scientific Reports) 。 
 
(4) 雲相の気候モデルにおける表現の違いで、氷期中の海洋循環の再現を大きく改善 
 
氷期中の急激な気候変化など再現する上では、気候モデルにより、氷期と現在の海洋深層循環の
コントラストを再現することが、研究の大前提である。ところが、国際モデル比較プロジェクト
を行ってみても、いまだに、氷期の北大西洋子午面循環 AMOC の再現に多くの世界の気候モデル
で失敗している。このような問題の原因を探ったところ、南大洋にその原因があることを我々は
突き止めた。（Sherriff-Tadano et al, 2019, Sherriff-Tadano and Abe-Ouchi, 2020）。そこ
で、海洋の混合に関するパラメタを、不確実性の許される範囲内で変更し、南大洋の高温バイア
スを抑えた。このことで、氷期中の海洋循環の振動が得られたばかりでなく、南大洋の大気海洋
結合プロセスの重要性を把握することができた。さらに、南大洋では融点付近に達する大気下層
の雲の大規模凝結プロセスを見直すことで南大洋の高温バイアス解消に重要であることがわか
った。雲の相や雲量や雲粒落下速度のプロセスを見直して人工衛星の最新の観測に基づいてパ
ラメタを修正することが、氷期の海洋循環の再現を改良することにつながり、その成果を
Journal of Climate に発表した。（Sherriff-Tadano et al, 2023）。 
 
(5) 気候モデルによるシミュレーションの様々な時代への拡張の準備と IPCC への貢献 

 
過去１５０万年だけでなく、過去１億年前に至る新生代、中生代の様々な時代について、古気候
モデル研究を大きく発展させた。 例えば、白亜紀の時代について、現代と比較して、CO2 に対
する水循環の応答がアジアにおいて大きく違っていることを示し、結果が地質学的証拠に整合
的なだけでなく、そのメカニズムが、チベットの存在の違いによって水循環の応答の仕方が２つ
の時代で大きく異なることを示した。(Higuchi, Abe-Ouchi and Chan, 2021, GRL)。 
また多くのフィールドデータ分析の古気候研究者らと国際共著の研究論文を出版でき、IPCC 第
６次報告書（第一作業部会）にも貢献した。今回の報告書では古気候の独立章はなかった代わり、
多くの章で参照されたことになり、Abe-Ouchi を著書に含む査読付き論文が引用されたのは、
Chapter1,2,3,4,5,7,8,9 で、それぞれ、8,11,16,2,3,19,5,12 個、合計７６個だった。 
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
NHM-SMAP: spatially and temporally high-resolution nonhydrostatic atmospheric model coupled
with detailed snow process model for Greenland Ice Sheet

The Cryosphere 635～655

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Niwano Masashi、Aoki Teruo、Hashimoto Akihiro、Matoba Sumito、Yamaguchi Satoru、Tanikawa
Tomonori、Fujita Koji、Tsushima Akane、Iizuka Yoshinori、Shimada Rigen、Hori Masahiro
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 １．著者名

10.1017/jog.2017.86

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Review of the status and mass changes of Himalayan-Karakoram glaciers

Journal of Glaciology 61～74

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
AZAM MOHD FAROOQ、WAGNON PATRICK、BERTHIER ETIENNE、VINCENT CHRISTIAN、FUJITA KOJI、KARGEL
JEFFREY S.
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2017年

2017年
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1007/s00382-017-3523-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The role of atmospheric heat transport and regional feedbacks in the Arctic warming at
equilibrium

Climate Dynamics 3457～3472

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yoshimori Masakazu、Abe-Ouchi Ayako、Laine Alexandre 49

 １．著者名

10.1175/JCLI-D-15-0908.1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Responses of Basal Melting of Antarctic Ice Shelves to the Climatic Forcing of the Last Glacial
Maximum and CO2 Doubling

Journal of Climate 3473～3497

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Obase Takashi、Abe-Ouchi Ayako、Kusahara Kazuya、Hasumi Hiroyasu、Ohgaito Rumi 30

 １．著者名

10.1038/nature22803

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Overestimate of committed warming

Nature E16～E17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Schmidt Gavin A.、Severinghaus Jeff、Abe-Ouchi Ayako、Alley Richard B.、Broecker Wallace、Brook
Ed、Etheridge David、Kawamura Kenji、Keeling Ralph F.、Leinen Margaret、Marvel Kate、Stocker
Thomas F.
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
State dependence of climatic instability over the past 720,000 years from Antarctic ice cores
and climate modeling

Science Advances e446～446

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Dome Fuji Ice Core Project Members:、Kawamura K、Abe-Ouchi Ayako、Motoyama H、Ageta Y、Aoki S、
Azuma N、Fujii Yi、Fujita K、他
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 １．著者名
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2017年

2017年
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Design and results of the ice sheet model initialisation experiments initMIP-Greenland: an
ISMIP6 intercomparison

The Cryosphere 1433～1460

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Goelzer H,Nowicki S.,Edwards ,Beckley M.,Abe-Ouchi A.,Greve R.,Saito F., 12

 １．著者名

10.5194/gmd-10-3979-2017

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 ２．論文標題  ５．発行年
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experimental design for Holocene and  Last Interglacial simulations

Geoscientific Model Development 3979～4003

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Otto-Bliesner B L.、Braconnot P、Harrison S P.、Lunt D J.、Abe-Ouchi A、Albani S、他 10

 １．著者名

10.5194/gmd-10-4035-2017

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The PMIP4 contribution to CMIP6   Part 4: Scientific objectives and experimental design of the
PMIP4-CMIP6 Last Glacial Maximum experiments and PMIP4 sensitivity experiments

Geoscientific Model Development 4035～4055

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kageyama Masa、Albani S、Braconnot P、Harrison S P.、Abe-Ouchi A、他 10

 １．著者名

10.1175/JHM-D-16-0105.1

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Impact of Arctic Wetlands on the Climate System: Model Sensitivity Simulations with the MIROC5
AGCM and a Snow-Fed Wetland Scheme

Journal of Hydrometeorology 2923～2936

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nitta Tomoko、Yoshimura Kei、Abe-Ouchi Ayako 18

 １．著者名
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 オープンアクセス  国際共著
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Geochimica et Cosmochimica Acta, 21～38

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
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地球化学 135-152
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Analytical Chemistry 11846～11852
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する
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10.1038/nature25152

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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Mean global ocean temperatures during the last glacial transition
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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Taro Higuchi, Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan
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小玉 貴則
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A study on the responses of the climate field in the Cretaceous to orbital parameter changes,

The role of Southern warming on global ocean states and abrupt warming events during the last deglaciation,
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2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第8回地球環境史学会, 2022年（招待講演）

Forming and Exploring Habitable Worlds Meeting 2022, Edinburgh, UK.（国際学会）

AGU Fall Meeting 2021（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小長谷貴志, 阿部彩子, 齋藤冬樹

Takanori Kodama, Daisuke Takasuka, Sam Sheriff-Tadano, Takeshi Kuroda, Tomoki Miyakawa, Ayako Abe-Ouchi, Masaki Satoh

Taro Higuchi, Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan

Taro Higuchi, Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan,

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

退氷期の気候システムの変動―北半球氷床と大西洋深層循環を通した急激な気候変化―

Climate of high obliquity terrestrial planets with 3D cloud resolving model,

How different is the response of East Asian Monsoon to CO2 between Modern and Deep Time?,

Opposing responses in the hydrological cycle of the East Asia to climate warming related with the Tibetan Plateau,

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PMIP 30th Anniversary Online Conference（国際学会）

JpGU Chiba, 2022（国際学会）

JpGU (Chiba, 2022)（国際学会）

Paleoclimate Modelling Intercomparison Project (PMIP) 30th Anniversary(Online, 2021.12)（国際学会）

Taro Higuchi, Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan, 大石龍太, 小玉貴則

Takashi Obase, Ayako Abe-Ouchi, Fuyuki Saito, Shun Tsutaki, Shuji Fujita, Kenji Kawamura, Hideaki Motoyama

Yuta Kuniyoshi, Ayako Abe-Ouchi, Sam Sherriff-Tadano, Wing-Le Chan, Fuyuki Saito

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Polar amplifications in the Cretaceous with changes in atmospheric CO2 concentration and orbital parameters

A one-dimensional temperature and age modeling study for evaluation of sites for an oldest ice core around Dome Fuji,
Antarctica,

Effect of Climatic Precession on DansgaardーOeschger-like oscillations

Responses of hydrological cycle in East Asia to global warming; Modern vs. Deep time

 １．発表者名
Taro Higuchi, Ayako Abe-Ouchi, Wing-Le Chan
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 ２．発表標題
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 ３．学会等名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

O'ishi, R., Chan, W.-L., Abe-Ouchi, A., Sherriff-Tadano, S., Ohgaito, R., and Yoshimori, M.

 ２．発表標題

Yuta Kuniyoshi

Yuta Kuniyoshi, Ayako Abe-Ouchi, Sam Sherriff-Tadano, Wing-Le Chan, Fuyuki Saito

國吉優太、阿部彩子, 陳永利, シェリフ多田野サム, 齋藤冬樹

NORPAN2&-ArCS II Bilateral Workshop on the Arctic and Global Climate (Online & Tokyo, 2022.3),（国際学会）

EGU General Assembly 2022 (Online, 2022.5),（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

PMIP4/CMIP6 last interglacial simulations using three different versions of MIROC: importance of vegetation,

Effect of Climatic Precession on DansgaardーOeschger-like oscillations,

Effect of Climatic Precession on DansgaardーOeschger-like oscillations,

Effect of Climatic Precession on Dansgaard-Oeschger-like oscillations

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ３．学会等名
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O'ishi, R., Chan, W.-L., Abe-Ouchi, A., Sherriff-Tadano, S., Ohgaito, R., and Yoshimori, M.

Wing-Le Chan and Ayako Abe-Ouchi

Wing-Le Chan and Ayako Abe-Ouchi

小玉 貴則, 高須賀 大輔, シェリフ多田野 サム, 黒田 剛史, 宮川 知己, 阿部 彩子, 佐藤 正樹

PlioMIP2 Showcase (12 July 2021, Leeds)（国際学会）

日本惑星科学会 秋季講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

PMIP4/CMIP6 last interglacial simulations using three different versions of MIROC: importance of vegetationACG39-08,,

The mid-Pliocene Warm Period: climate sensitivity to atmospheric CO2 levels and inclusion of dynamic vegetation in the
MIROC4m model,

A recap of PlioMIP2 experimental results with the MIROC4m model
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 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地球環境史学会

日本気象学会2021年度秋季大会, T000226, オンライン及び, 三重

地球環境史学会 (千葉, 11月)

日本海洋学会秋季大会(オンライン,2021.9)

樋口 太郎, 阿部 彩子, Wing-Le Chan,

樋口太郎, 阿部彩子, Wing-Le Chan, 大石龍太

國吉優太, 阿部彩子, シェリフ多田野サム, 陳永利, 齋藤冬樹

樋口 太郎, 阿部 彩子, Wing-Le Chan

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

チベット高原の有無に起因した東アジアにおける温暖化に伴う水循環応答の逆転,

過去の温暖期と現代の気候の違いにおける古地理の役割,

氷期中の急激な気候変動の駆動メカニズムとAMOCの安定性に及ぼす気候歳差の影響に関する気候モデル研究

大気海洋植生結合モデルを用いた地球軌道要素の変化に対する白亜紀の気候場の応答に関する研究,

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

地球環境史学会

東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「古気候研究におけるプロキシとモデルの融合: 温暖期の気候変動」(東京, 2023.3), ポスター

 ３．学会等名

 ３．学会等名

國吉優太、阿部彩子、Wing-Le Chan

 ２．発表標題

國吉優太, 阿部彩子, 陳永利, シェリフ多田野サム, 齋藤冬樹,

國吉優太, 阿部彩子, 陳永利, シェリフ多田野サム, 齋藤冬樹

國吉優太, 阿部彩子

日本海洋学会秋季大会

日本気象学会秋季大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ダンスガード・オシュガーイベントに伴う全球の大気海洋変動に関する気候モデル研究

氷期気候とAMOCの千年スケール変動メカニズムとAMOC安定性に及ぼす気候歳差の影響に関する気候モデル研究,

大気海洋結合モデルを用いた氷期の急激な気候変動に対する地球軌道要素の影響に関する研究
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ター)

東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「古気候研究におけるプロキシとモデルの融合: 温暖期の気候変動」(2 March 2023, Kashiwa),
poster

O'ishi, R., Chan, W.-L., Abe-Ouchi, A., Sherriff-Tadano, S., Ohgaito, R., and Yoshimori, M.

Wing-Le Chan and Ayako Abe-Ouchi

W.-L. Chan and A. Abe-Ouchi

W.-L. Chan and A. Abe-Ouchi

JpGU (Makuhari)（国際学会）

JpGU (Makuhari)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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Obase, T., A. Abe-Ouchi and F. Saito

小長谷貴志, 阿部彩子, 齋藤冬樹, 原田果穂, グレーベ ラルフ

QUIGS workshop: Glacial Terminations: processes and feedbacks（国際学会）

2020年度雪氷研究大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Incorporation  of  grounding  line parameterizations in the three-dimensional ice sheet model SICOPOLIS

Transient simulations of the last deglaciation using MIROC AOGCMat PMIP meeting
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廣田和也, 吉森正和, 阿部彩子, Wing-Le Chan, シェリフ多田野サム, 岡顕
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and CH4 records of the Dome Fuji ice core, Antarctica
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Spatiotemporal variability of surface mass balance along the JARE traverse route for 1992-2018
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